
社団法人 秋田県臨床検査技師会 

平成 24年度第 1回通常総会  議事録 

 

日時： 平成 24年 5月 19日（土） 午後 1時～午後 2時 

会場： アキタパークホテル  

 

議事： 

 

1.開会の辞 

藤田副会長が平成 24年度社団法人秋田県臨床検査技師会第１回通常総会の開会

の辞を述べた。 

 

2.議長選出 

 議長の選出については、執行部一任とする事についての承認を得たので、藤嶋正

人氏(山本組合総合病院)、宮野勇徳氏（中通総合病院）を提案、異議なく拍手によ

って承認された。 

 

3.議長挨拶 

2氏は議長席に着席し、議長就任の挨拶後議事に入った。 

 

4.総会役員選出 

 総会規定第 4条から第 7条に規定により、議長より総会役員について以下の通り

提案があり、拍手をもって承認された。 

（1）資格審査委員  3名 

      林崎 久美子氏        仙北組合総合病院 

            佐藤 伸氏   秋田病理組織細胞診研究センター 

            久保田 政昭氏    中通総合病院 秋臨技理事 

（2）議事運営委員  3名   

神馬 孝悦氏        能代山本医師会病院 

               齋藤 正憲氏         市立秋田総合病院 

               後藤 利明氏     平鹿総合病院 秋臨技理事 

（3）書記      2名 

        菊池 桂舟氏          秋田赤十字病院 

相庭 曜氏          由利組合総合病院 



（4）議事録署名委員 2名 

    丸山 祥子氏         秋田社会保険病院 

            小西 正規氏           雄勝中央病院 

 

5.会長挨拶 

・日頃の技師会活動への指導・協力への感謝を述べると共に、今年度の活動のため

にも活発な意見・指摘を求めた。 

・今年の目玉行事として、7月 22日（日）に秋田県が主催する震災避難者交流会

に、技師会として血液検査、あるいは尿検査を実施し避難者の健康チェックの手助

けをする計画がある。甲状腺エコーを実施するかについては検討中。 

・この計画に関しては地域保健活動の担当太田副会長と担当理事が当たっており、

この総会の前に別会場で視察・検討を行っている。 

・理学療法士会も避難者の方々への運動指導などで参加すると聞いている。 

・避難者の方々に喜んでいただくためにも、会員皆様のご協力をお願いする。 

 

6.資格審査委員報告 

互選により林崎久美子氏が委員長に選出され、以下の通り報告があった。 

・社団法人秋田県臨床検査技師会正会員数 569名に対し、出席会員数 47名、有効委

任状数 349名、合計 396名で過半数を超えたため、本総会は成立となった。 

・指定人のない委任状提出者が 53名いた。無効となるので次回からは委任者を必ず

記入してほしい。 

    

7.議事運営委員報告 

  互選により神馬孝悦氏が委員長に選出され、議事の時間設定を提案、時間内のスム

ーズな進行への協力の依頼があった。 

 

8.監事挨拶 

  監事の佐藤宏悦氏より挨拶があった。 

  ・臨床検査技師の仕事に労いと敬意を表する。 

  ・本日の総会が成功裏に終わることを祈念する。 

 

9.議案審議 

 （1）第 1号議案 平成 23年度会務・事業報告について 

    議案書に基づき各委員、担当者より報告がなされた。 

  【会務報告】 

1.事務局 高山事務局長に代わり佐藤会長が報告 



     （補足説明） 

第 1回の常任理事会・理事会が 4月 26日に開催されているが、震災の

関係で役員交代できないため前執行部が受け持った。 

    2.学術部 遠藤副会長が報告 

    3.組織調査部・厚生部 藤田副会長が報告 

    4.地域保健活動事業部 太田副会長が報告 

    5.支部報告  

Ⅰ.県北支部 清水支部長が報告 

Ⅱ.由利支部 菊地支部長が報告 

    6.東北臨床検査技師会・北日本支部 佐藤会長が報告 

     （補足説明） 

東北臨床検査技師会が北日本支部へ移行する過渡期のため併記した。 

    7.日本臨床衛生検査技師会 佐藤会長が報告 

    8.関連団体 佐藤会長が報告 

    9.表彰 佐藤会長が報告 

  【事業報告】 

1.事務局 佐藤会長が報告 

2.学術部 

Ⅰ.第 35回秋田県医学検査学会 武石県南支部長が報告 

Ⅱ～Ⅴ.佐藤学術部長が報告 

    3.組織調査部・厚生部 藤田副会長が報告 

    4.地域保健活動事業部 太田副会長が報告 

    5.支部 

     Ⅰ.県北支部 清水支部長が報告 

     Ⅱ.中央支部 久保田支部長が報告 

Ⅲ.由利支部 菊地支部長が報告 

6.東北臨床検査技師会（当県開催分） 佐藤学術部長が報告 

7.関連団体研修会など 佐藤学術部長が報告 

 

  議長から質問・意見を求め、その後採択を行ったところ、賛成多数のため第1号議

案は採択となった。 

 

（2）第 2号議案 平成 23年度収支報告について 

    議案書に基づき各担当者より報告がなされた。 

     収入   佐藤慶子理事 

     支出   齋藤敦会計部長 



     特別会計 佐藤会長 

精度管理 佐藤学術部長 

議長から質問・意見を求めたところ以下の質問があった。 

仙北組合総合病院 高橋氏より 

 高橋氏   ：地域保健活動事業部で行ったピンクリボンキャンペーンやエイズ

予防キャンペーンの事業費が支出会計に計上されていないようで

すが、これを入れると事業比率の50.6％がもう少し上がるのでは

ないでしょうか。 

  齋藤会計部長：啓発普及費の広報費に計上されております。 

 高橋氏   ：地域保健活動事業部があるので事業部の予算として計上し、それ

に対しての支出があった方が分かりやすいのではないかと思いま

す。 

 齋藤会計部長：おっしゃる通りです。今後参考にさせていただきます。 

 

その後採択を行ったところ、賛成多数のため第2号議案は採択となった。 

 

また、会計について佐藤会長より以下の補足があった。 

・来年の11月までに新公益法人に移行する計画だが、会計については今のやり方で

は通用しないところがある。今後かなり変更する点があると思うので了承していた

だきたい。 

 

（3）第 3号議案 平成 23年度監査報告について 

  監事の石郷岡清基氏から報告があった。 

  ・監査報告の前に 2点程お願いがある。 

  ・1点目として会長、役員交代、特に会計については十分な引き継ぎを行ってほし

い。また、以前よりお願いしていた各研究部門への交付金について今年度は班長の

交代が多いようなので、そこを十分に認識して引き継ぎを行ってほしい。 

  ・2点目として、公益法人への申請を行う上で 23年度の事業比率 50％では低い。

少なくとも 60～70％を目標にした事業計画を立ててほしい。ボランティア、技師

会の PR活動など社会貢献を重視した事業計画、方向性を十分示していただきたい。 

  ・監査について、議案書に基づき報告がなされた。 

 

  議長から質問・意見を求め、その後採択を行ったところ、賛成多数のため 

第 3号議案は採択となった。 

 

（4）第 4号議案 名誉会員の推薦について 



  佐藤会長から、定款 2章、第 6条 4の規定により、社団法人秋田県臨床検査技師会

の名誉会員に 14代会長 阿部毅氏を推薦し、承認をお願いしたいとの提案があった。 

 

議長から質問・意見を求め、その後採択を行ったところ、賛成多数のため第 4号議

案は採択となった。 

 

 （5）その他の議案 

  議事運営委員会より会員からその他の議案の提出はなしとの報告があった。 

  執行部よりその他の議案はなしとの報告があった。 

 

10.総会のまとめ 

  遠藤副会長より総会のまとめの言葉があった。 

議長、会員の皆様のご協力によりスムーズな進行ができたと感謝の意を述べた。 

 

11.総会役員解任 

  議長より、総会役員の解任宣言があった。 

 

11.議長挨拶 

  議長の藤嶋氏、宮野氏より、議長退任の挨拶があった。 

 

12.閉会の辞 

遠藤副会長が平成 24 年度社団法人秋田県臨床検査技師会第１回通常総会の閉会の

辞を述べた。 

 

 

 

 

社団法人  秋田県臨床衛生検査技師会 

 

議   長    藤嶋 正人 

 

議   長    宮野 勇徳 

 

議事録署名人   丸山 祥子 

 

議事録署名人   小西 正規 


